
埼玉協同病院整備事業　ＳＴＥＰ１完 成　年８月日診 療 開 始
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埼玉協同病院
病院長　　　

増田　剛

年月の全体完成目指す

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　８月４日　（金曜日）

■工　事　名　称：埼玉協同病院リニューアル及び「在宅療養支援病院」建設計画
■事　　業　　主：医療生協さいたま生活協同組合
■建　　設　　地：埼玉県川口市木曽呂番地
■設　計　・　監　理：株式会社竹中工務店
■施　　　　　工：株式会社竹中工務店
■敷　地　面　積：（北敷地），．㎡、（南敷地），．㎡

■構　造　・　規　模：北敷地／Ｓ造２階建て。建築面積，．㎡、延床面積，．㎡
南敷地（東棟）／Ｓ造５階建て。建築面積，．㎡、延床面積，．㎡
（増設エネルギーセンター）／Ｓ造平屋。建築面積．㎡、床面積．㎡

■ＳＴＥＰ１工期：年月日～年６月日
■全　体　工　期：年月日～年月日
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　医療生協さいたま生活協同組合　埼玉協同病院が進めている病院
整備事業のうち、ＳＴＥＰ１にあたる２棟の新築とエネルギーセン
ターの増設が完了した。日から新棟を活用した診療が開始される。
同事業はＳＴＥＰ７まで改修、解体、新築が続く大がかりな工事と
なっている。設計・施工は竹中工務店が担当した。

今後の増改築に続くふれあい生協病院のファサード

埼玉協同病院東棟㊨と既存棟
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ふれあい生協病院と既存病院（写真提供竹中工務店　撮影エスエス　島尾望）



医療生協さいたま生活協同組合

地
域
包
括
ケ
ア
時
代
に
寄
り
添
う
病
院
へ

設計コンセプト

医療と地域交流のコアとなる「くらしの拠点」

施工のポイント

工事はここから本格化

（１１） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　８月４日　（金曜日）

　このプロジェクトは、埼玉県川口市で地域医療を支える床の病院再整備です。急
性期病院である既存病院の建替・更新に併せて在宅療養支援病院を新設し、一体の建物
に二つの病院が共存する新たなかたちを作り出しました。
　医療だけでなく医療生協の組合員や地域住民の活動の場となることを目指し、医療拠
点を越えた「くらしの拠点」をつくることを設計コンセプトとしています。敷地中央に
は地域に開かれた緑豊かなオープンスペースの「きょうどうプラザ」を配し、その周り
を緩やかな円弧を描く低層建物で包み込む計画です。年６月に新築部の約７割と円
弧の壁の一部が完成し、年月末グランドオープンを目指して建替を進めています。
　背景に連なる安行台地に呼応して水平ラインを強調した外観デザインと、大地のぬく
もりを表すアースカラーで、地域に根差した落ち着きのある建物としています。メイン
の動線となる「メディカルコリドー」では、緩やかな円弧を描く天井間接照明が「きょ
うどうプラザ」へと優しく誘います。二つの病院の接続部に配した、医療関係者の誰も
が集えるスタッフコアにより医療連携の強化を図ると共に、床レベルを嵩上げた浸水対
策などＢＣＰに配慮した建物としています。
　株式会社竹中工務店東京本店設計部　設計第３部門　設計４グループ

チーフアーキテクト　吉岡有美
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　竹中工務店の設計、施工による病院建替計画は、今回の
ＳＴＥＰ１の完成で請負工事の約％が完了した。しかし
このプロジェクトはこれからが現場の本領発揮となる。
　全体計画をＳＴＥＰ７までとするプロジェクトは最終的
に年月まで、残る％は今後約３年半をかけて既存
棟大規模改修、老朽棟解体、本院３新築などの工事がロー
リングされる。

　この現場を指揮する五十嵐雅弘作業所長は「年月
に着工したＳＴＥＰ１は、まさしく建替を進める病院敷地
での実地検証も含めた橋頭堡でした。例えば埼玉協同病院
　東棟の新築は、既存棟との間隔が２ｍしかない近接場所
での工事です。入院・通院患者様や病院職員さまへの安全
確保はもとより、日常の病院運営に騒音や振動、臭いに至
るまでの影響を出してはならないという意思疎通を現場全
体で厳守しました」と述べる。

　各建物は設計段階で３Ｄデータ化された情報を工事にお
いてもＢＩＭとして活用している。それでも現地での目視
確認や経験判断はおろそかにできない。東棟の建物頭上に
約万ボルトの架空線が縦断しており、３Ｄによる事前計
画・シミュレーションを行い、レーザーバリアの導入で接
触回避策をとったが、重機オペレーターの経験こそが頼り
となる一面だった。

　五十嵐所長はＳＴＥＰ１を振り返り、「これからステッ
プ２が始まり、改修だけでなく解体と新築がしばらく続き
ます。ＳＴＥＰ１新築も完成し、より建物が密集している
なか、患者さまや職員の皆さまへの安全対策、環境ケアを
より密に進めていくことになります。施工の難易度は上が
っていきますが、こうした地道な作業を展開していく現場
スタッフや全ての作業員の心意気を見守っていただきた
い」と決意を新たにした。

完成予想（提供：竹中工務店）


